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約 30 人であった。１年生約 38 クラス（年度により異なる）、１クラス約
30～ 35 人であった。それに対し、「技法Ｂ」は大学生に必要な国語教育を
施すために５人の専任教員が新たに採用され、５人で授業を担当している。

























































































































































































プレイスメントテスト r = 1 r = .114 r = .450 r = .358 r = .339
第１回小論文 r = 1 r = .109 r = .066 r = .129
英語（読解） r = 1 r = .667 r = .348
英語（聞き取り） r = 1 r = .257
















































































































































































2年間の必修授業として開講された「技法 B」の概要と「技法 B－ 1」成果
について報告した。「技法 B－１」は、プレイスメントテストによるレベル
別クラスの設置、クラス単位ではなく学年全体で行う成績評価、「技法 B－
２ 」では、成績評価に基づくクラス替え、成績優秀者の履修免除など、独
大正大學研究紀要
　
第一〇〇輯
360
自の運営を行っている。また、「技法 B」は、教職協働を掲げ、教員と職員
が一体となって運営しており、TA の協力を得ながら授業を展開している。
今後も連携を強化し、効果的な教育の開発を試みながら成果をあげられるよ
う臨んでいきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近藤裕子）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
註
１）南風原朝和　『心理統計学の基礎』有斐閣アルマ，2002。
２）なお、教員間の大きな得点差については若干の調整を行った。　
一五
